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「ＴＰＰ講演会」開催!!
《正しい知識の共有を目的に》

二
月
二
十
七
日
、
釧
路
全

日
空
ホ
テ
ル
で
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
関
す
る
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
（
農
・
林
・
漁
業

者
）
及
び
各
関
係
機
関
か
ら

約
千
人
（
当
Ｊ
Ａ
か
ら
約
百

人
）
が
集
ま
り
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
大
罪
〜
あ
な
た
の
生
活
が

根
底
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
う

〜
」
と
題
し
、
東
京
大
学
大

学
院
教
授
鈴
木
宣の
ぶ

弘ひ
ろ

氏
が

講
師
と
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

我
々
の
生
活
に
与
え
る
影
響

な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に

利
益
を
も
た
ら
す
極
端
な
競

争
主
義
で
あ
り
、
日
本
か
ら

す
れ
ば
失
う
も
の
は
最
大
で
、

得
る
も
の
は
最
小
と
な
り
ま

す
。
関
税
撤
廃
に
よ
る
日
本

国
内
へ
の
影
響
は
、
北
海
道

の
第
一
次
産
業
を
は
じ
め
、

医
療
、
金
融
、
共
済
、
建
設

な
ど
全
て
の
産
業
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
地
域
経
済
及

び
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
く

こ
と
と
な
り
、
北
海
道
に
人

が
住
め
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
日

本
の
良
き
伝
統
や
文
化
・
生

活
を
根
底
か
ら
壊
す
恐
れ
の

あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
も
た
ら
す
大

罪
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
、

地
域
に
住
む
人
達
自
ら
が
、

日
本
の
食
を
守
る
た
め
積
極

的
に
議
論
し
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
に
現
在

の
状
態
を
正
常
化
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
‼
」
と

述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
者
か

ら
も
積
極
的
な
質
問
や

意
見
が
出
る
な
ど
、
大

変
意
義
の
あ
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

講　師：東京大学大学院教授
鈴木　宣弘　氏
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釧路地区農協青年部協議会
「くしろ冬まつり」で根釧牛乳をPR!!

飲みやすくて人気の根釧牛乳 （右前：高橋智久さん 当ＪＡ青年部副部長）

二
月
四
、
五
日
の
両
日
、
釧

路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

内
及
び
前
庭
に
お
い
て
「
く
し

ろ
冬
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
氷
雪
す
べ

り
台
や
音
楽
ス
テ
ー
ジ
、
冬
の

空
を
彩
る
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
コ
ラ

ボ
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
な
わ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

釧
路
地
区
青
年
部
協
議
会

（
斉
藤
和
弘
会
長
）
は
、
根
釧

牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
な
い
、

ジ
ン
ジ
ャ
ー
（
生
姜
シ
ロ
ッ
プ

入
り
）
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
飲
み
や
す
い
と
大
変
好
評

で
し
た
。
ま
た
根
釧
牛

乳
の
試
飲
と
同
時
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
へ
向
け
て

の
資
料
も
配
布
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
理

解
を
促
し
ま
し
た
。

そ
し
て
牛
乳
無
料
試

飲
の
横
で
は
、「
酪
農
・

農
業
に
関
す
る
ク
イ

ズ
」
も
行
な
わ
れ
、
三

択
ク
イ
ズ
10
問
す
べ
て

に
回
答
後
、
青
年
部
員

が
答
え
合
わ
せ
を
し
、

酪農についてわかりやすく説明
（右：瀬戸賢成さん 当ＪＡ青年部副部長）

間
違
い
の
箇
所
は
丁
寧
に
説
明
す

る
な
ど
、
酪
農
・
農
業
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

斉
藤
和
弘
会
長
か
ら
は
、「
今

回
は
根
釧
牛
乳
試
飲
の
ほ
か
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
簡
単
な
ク
イ
ズ

を
出
題
し
、
牛
に
関
す
る
こ
と
や

食
料
自
給
率
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る

質
問
を
入
れ
、
よ
り
農
業
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
で

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
思

っ
た
以
上
に
関
心
が
高
く
、
回
答

後
は
答
え
合
わ
せ
を
し
、
部
員
が

説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
達

の
勉
強
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。」

と
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
様
子
で
し

た
。

2



鶴居・幌呂支部合同

酪農振興会「酪農祭」開催!!

講　師：釧路農協連　生産振興課
酪農技術支援室長　永井 照久 氏

参加した会員の皆様

二
月
二
十
四
日
、
本
所
で
鶴

居
地
区
（
鶴
居
・
幌
呂
支
部
合

同
）
酪
農
振
興
会
主
催
の
酪
農

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
及
び
各
関
係
者
約
50

名
が
参
加
す
る
な
か
、
釧
路
農

業
協
同
組
合
連
合
会
生
産
振

興
課
酪
農
技
術
支
援
室
長
永

井
照
久
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
現

場
で
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

農
場
の
生
産
や
収
益
性
は
、

長
年
の
蓄
積
の
結
果
で
あ
り
、

雑
用
を
馬
鹿
に
す
る
よ
う
で
は
、

ま
と
も
な
仕
事
は
で
き
な
い
。

平
凡
な
こ
と
を
丁
寧
に
継
続
す

る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
し
、

成
績
の
上
が
る
農
場
と
上
が
ら

な
い
農
場
を
各
項
目
（
牛
・
施

設
・
飼
料
・
家
族
等
）
ご
と
に

違
い
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て

強
い
経
営
（
ベ
ー
ス
の
強
さ
・

ム
ダ
の
抑
制
・
マ
メ
な
対
応
）

及
び
生
産
性
の
向
上
と
は
何
か

を
原
因
と
結
果
・
問
題
の
解
決

方
法
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
参
加
者
た
ち
は

真
剣
な
面
持
ち
で
講
演
に
聞
き

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
講
演
会
終
了
後
は

親
睦
を
兼
ね
た
懇
親
会
も
行
わ

れ
、
情
報
交
換
な
ど
を
し
つ
つ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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女性部フレッシュミズ部会・調理講習会で交流‼

鶴居村タンチョウフェスティバル
青年部 鶴居支部「ホットミルクの無料試飲」
女性部 鶴居・幌呂支部「ぶ た 汁」を販売

二
月
十
五
日
、
鶴
居
村
総

合
セ
ン
タ
ー
実
習
室
に
お
い

て
、
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
部
会
に
よ
る
調
理
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
よ
り
会
員
９
名
が

参
加
し
、
講
師
に
「
エ
ー
コ

ー
プ
国
産
米
粉
ミ
ッ
ク
ス
」

を
扱
う
星
野
物
産
株
式
会

社
正
田
和
幸
営
業
係
長
を

迎
え
、
調
理
法
を
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ピ
ザ
と
リ
ン

ゴ
ケ
ー
キ
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
帯
広

生
活
総
合
事
業
所
の
担
当
者

よ
り
Ｊ
Ａ
個
別
宅
配
「
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
」
の
商
品
や
利
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
は
、
自
分

達
で
作
っ
た
料
理
を
試
食
し
、

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

美味しいピザの出来上がり!!

二
月
十
二
日
、
鶴
居
村

茂
雪
裡
川
河
畔
特
設
会
場

（
鶴
居
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

隣
接
地
）
で
、
第
二
十
五

回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

鶴
居
村
の
特
産
品
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
販
売
物

な
ど
が
並
ぶ
な
か
、
青
年

部
鶴
居
支
部
は
よ
つ
葉
特

選
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲

を
行
な
い
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
来
場
者
に

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
及
び
ホ
ッ

ト
コ
コ
ア
を
無
料
で
配
布

し
ま
し
た
。

ま
た
女
性
部
鶴
居
支
部

及
び
幌
呂
支
部
は
、
あ
つ

あ
つ
で
美
味
し
い
ぶ
た
汁

を
格
安
で
販
売
し
、
お
客

様
か
ら
も
大
変
好
評
で
し

た
。会

場
で
は
、
多
く
の
来

場
者
が
見
守
る
な
か
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
や
タ

ン
チ
ョ
ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ

ス
ト
、
ま
た
人
間
ば
ん
ば

競
争
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

体も温まるホットミルク
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

子
牛
を
健
康
に
育
て
る
た
め
に
は
、

初
乳
の
給
与
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
初
乳

の
取
り
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
搾
乳
方

法
や
ほ
乳
器
具
の
衛
生
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
バ
ケ
ッ
ト
の
洗
浄
も
大
切
で
す
。

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
バ
ケ
ッ
ト
の
洗

浄
に
つ
い
て
今
一
度
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。洗

浄
・
殺
菌
の
手
順

基
本
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ
ー
の

洗
浄
手
順
と
同
じ
で
す
（
図
一
）。

使
用
し
た
バ
ケ
ッ
ト
は
、
前
す
す
ぎ

の
後
、
ア
ル
カ
リ
洗
剤
で
有
機
物
（
タ

ン
パ
ク
質
、
脂
肪
分
）
の
汚
れ
を
、
三

〜
四
日
に
一
度
、酸
洗
剤
で
無
機
物（
カ

ル
シ
ウ
ム
等
）
の
汚
れ
を
落
と
し
ま
す
。

酸
洗
浄
は
、
必
ず
ア
ル
カ
リ
洗
浄
後
に

行
い
ま
す
。

バ
ケ
ッ
ト
使
用
前
に
は
、
殺
菌
剤
で

殺
菌
を
行
い
ま
す
。

洗
浄
方
法

ミ
ル
カ
ー
部
分
は
、
ラ
イ
ナ
ー
か
ら

空
気
と
洗
浄
液（
す
す
ぎ
の
時
は
温
水
）

を
交
互
に
吸
わ
せ
る
エ
ア
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

バ
ケ
ッ
ト
部
分
は
、
前
す
す
ぎ
の
後
、

規
定
濃
度
の
洗
浄
液
を
入
れ
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
ま
す
。
汚
れ
が
残
り
や
す
い

肩
口
や
底
も
丁
寧
に
洗
い
ま
す
。

バ
ケ
ッ
ト
の
外
側
も
忘
れ
ず
洗
浄
し

ま
し
ょ
う
。

週
一
回
は
、
ミ
ル
ク
ク
ロ
ー
や
テ
ィ

ー
ト
カ
ッ
プ
、
フ
タ
等
を
外
し
、
分
解

洗
浄
し
ま
す
。
酸
性
洗
剤
に
二
〇
〜
三

〇
分
浸
漬
後
、
ブ
ラ
シ
で
洗
い
ま
す
。

温
度
に
つ
い
て

前
す
す
ぎ
に
は
、
三
八
〜
四
三
℃
の

温
水
を
使
い
ま
す
。
温
水
を
使
う
事
で
、

洗
浄
温
度
の
低
下
を
防
ぐ
事
が
で
き
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
質
の
汚
れ
が
凝
固
す
る

た
め
、
熱
湯
（
七
〇
℃
以
上
）
の
使
用

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
カ
リ
及
び
酸
洗
剤
は
、
六
〇
〜

八
〇
℃
の
熱
い
お
湯
を
使
い
ま
す
。
バ

ケ
ッ
ト
洗
浄
は
手
洗
い
と
な
る
た
め
、

火
傷
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

殺
菌
剤
は
、
温
度
上
昇
と
共
に
殺
菌

力
が
低
下
す
る
の
で
、
四
三
℃
以
下
の

温
水
を
使
い
ま
す
。

濃
度
に
つ
い
て

洗
剤
を
使
う
際
、
濃
度
が
薄
い
と
洗

浄
効
果
が
落
ち
、
濃
す
ぎ
る
と
ゴ
ム
の

劣
化
や
洗
剤
の
無
駄
と
な
り
ま
す
。

殺
菌
剤
は
濃
度
が
濃
す
ぎ
て
も
薄
す

ぎ
て
も
効
果
が
落
ち
ま
す
。

「
バ
ケ
ツ
八
分
目
の
湯
に
カ
ッ
プ
四

分
の
一
で
規
定
の
濃
度
に
な
る
」
等
、

使
っ
て
い
る
道
具
で
濃
度
の
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ご
使
用
の
洗
剤
メ
ー
カ
ー
が
推
奨

す
る
温
度
や
濃
度
に
従
っ
て
下
さ
い
。

保
管
場
所

洗
浄
し
た
バ
ケ
ッ
ト
は
、
清
潔
な
場

所
に
伏
せ
て
保
管
し
ま
す
。

伏
せ
る
事
で
、
ほ
こ
り
が
入
ら
ず
、

ま
た
バ
ケ
ッ
ト
内
の
水
が
切
れ
て
乾
燥

さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

バ
ケ
ッ
ト
が
初
乳
の
二
次
汚
染
源
に

な
ら
な
い
よ
う
衛
生
的
に
管
理
し
ま
し

ょ
う
。

（
平
成
二
四
年
二
月
）

図１　バケットの洗浄手順

写真　隅々まで洗浄されたバケット

図２　洗剤・殺菌剤の濃度早見表

濃　度 水の量
10ℓ

アルカリ
洗　　剤 0.5％ 50㎖ 

酸 洗 剤 1.0％ 100㎖ 

殺 菌 剤 300倍 33㎖ 

写真　バケットは伏せて保管

バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
の

洗
浄
に
つ
い
て

〜
衛
生
的
な
初
乳
給
与
の
た
め
に
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体ポカポカ！！　ジンジャーシロップの作り方

《　材　　料　（できあがり　シロップ　約500㎖分）　》
・しょうが　350ℊ（正味 300ℊ）　　　・きび砂糖　300ℊ
・水　　　　480㎖　　　　　　　　　 ・レモン汁　大さじ１
・スパイス　ローリエ２枚／赤唐辛子１本／粒コショウ５粒
　※スパイスはお好みで調整してください。（入れなくてもＯＫ！）
《　作　り　方　》
①　しょうがは洗って皮をむき、繊維に沿って２～３ミリの厚さにスライスします
②　ボウルに①を入れ、きび砂糖を加えて全体によくまぶします
③　このまま砂糖の脱水作用で水分が上がってくるまで２時間以上おきます
　　※ おく時間が長いほど、しょうがの水分が出やすいので、時間があれば一晩おいてもいいです
④　 ③を鍋に移し、水、レモン汁、お茶パックに入れたスパイス（スパイスは入れなく

ても可）を加えます
　　※スパイス類はお茶パックに入れると後で取り出しやすいです
⑤　 最初は強火で煮立ったらアクをとり、中火にして30分煮ます

その後、火を止め室温になるまで冷まします
⑥　こし器でこし、シロップとスライスに分けます

〜　これでシロップの完成です♪　〜

ジンジャーホットミルクの作り方

《　材　　料　》
・ジンジャーシロップ……お好みの量だけ
・牛乳……マグカップにお好きな量
《　作　り　方　》
①　マグカップに牛乳をいれます
②　ジンジャーシロップをプラスします
③　レンジで１分ほど温めて（牛乳量によって調整して下さい）かきまぜれば出来あがり♪

さむ～い夜のお休み前の
１杯にオススメ！

ひとくちメモ
ジンジャーホットミルクはカラダを
温めて冷えの改善に効果大！
お休み前に飲めば、心地よい眠りを
誘うでしょう☆

成人病検診（巡回ドック）の日程について
巡回ドックの日程が下記のとおりとなっておりますので、申し込みをされた方は
忘れずに受診願います。

音別地区
検診日時 ４月16日㈪、17日㈫　午前6時30分より受付開始
場　　所 ＪＡ音別支所　２階会議室

白糠地区
検診日時 ５月１日㈫、２日㈬　午前６時30分より受付開始
場　　所 白糠町保健センター

ご不明な点などは、各支所にご確認願います。
◎音別支所：金融共済課 総務係(6-2111) 　◎白糠支所：営農販売課 営農係(2-2235)

「ジンジャーホットミルク」 レシピのご紹介
釧路地区農協青年部協議会が「釧路冬まつり」で提供
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  東日本大震災から一年が経過しましたが、食と農とのつながりについて改めて考えさ
せられると同時に、被災地復興のため、日本の総力を挙げての取り組みが今後とも必
要であると強く感じます。

□  ＴＰＰ講演会に参加し、実際に起きている現実及びこれから日本という国がどういう
方向へ向かおうとしているのか、そして農業をとりまく環境がどう変化するかなどに
ついて解りやすく講演頂き、今迄以上に議論が必要だという内容に深い感銘を受けま
した。

辞 令 発 令 氏　　名 新 所 属 旧 所 属

平成24年3月1日付 平 川 秀 樹 購買部 燃料課 鶴居給油所係 幌呂支所 牧場課 幌呂育成牧場係

■平成23年度 　生乳生産実績（２月）
月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,182,606.9 105.4 91,408,458.9 98.9
（鶴居地区） 2,732,259.7 109.5 30,341,384.6 100.3
（幌呂地区） 2,182,060.2 102.9 24,466,264.2 98.0
（白糠地区） 1,864,204.2 101.0 21,256,067.2 96.8
（音別地区） 1,404,082.8 107.5 15,344,742.9 100.5

管 内 計 42,903,699.4 104.3 488,176,954.1 99.7
（前年度管内計） 41,127,956.5 489,638,870.6

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年3月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３２０　　　～　　　２４０
初　　　　妊 ５８０～５５０ ５５０～５２０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ４００　　　～　　　３５０
４ 産 ～ ５ 産 ３５０　　　～　　　３００

初生とく  24年3月12日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ９００円/kg

４０kg～４４kg ８００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年2月13日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 585頭 751,800 23,100 387,926 286 1,357 
去勢 701頭 715,050 7,350 488,421 302 1,618 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
２月定例理事会　平成24年2月27日（月）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．ＪＡ全国監査機構監査(期中)結果の概要について
４．内部審査結果について
５．１月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　組合員の資格審査について

議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　搾乳素牛増頭対策事業要領の制定について
議案第５号　固定資産のリース賃借について
議案第６号　従業員に対する年度末賞与の支給について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．平成23年度決算処理方針(案)について
２．平成24年度事業計画(案)について
３．当面の業務日程について


